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研究成果の概要（和文）：早期日英バイリンガルの習得様態に関して、均衡バイリンガルと呼べるほど両言語共
に言語面では高いレベルに到達するが、脳賦活の観点から見ると、小学校卒業までを英語圏で過ごすと英語産出
に負荷が少なく、日本語圏で過ごすと日本語賦活が少ない事が判明した。一方で更に3年間(中学校卒業まで)過
ごすと、傾向は一変し、英語圏育ちは英語賦活に負荷がかかり、日本語圏育ちは日本賦活に負荷がかかる事実が
浮かび上がってきた。次に、帰国生の言語喪失様態に関しては、中学1年生での帰国では翌年には既に英語産出
時の脳への負担増が観察されたが、高校1年生での帰国の場合、そのような変化が起こるまでに約2年間の猶予が
あることが判明した。

研究成果の概要（英文）：The two findings were that (1) Japanese-English bilinguals who were born and
 raised in bilingual surroundings up to age 12 reached similar linguistic levels. However,  J-E 
bilinguals brought up in the USA used less brain energy on English tasks while those raised in Japan
 expended less brain energy on Japanese tasks and (2) Japanese-English bilinguals who were raised 
and brought up in the USA up to age 12 showed attrition having taken place in their English in the 
second year back in Japan while those brought up in the USA until age 16 showed attrition in their 
English in the third year back in Japan.

研究分野： バイリンガリズム、言語習得、言語喪失、言語脳科学

キーワード： バイリンガリズム　言語習得　言語喪失　言語脳科学　帰国生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
上記結果は、この分野で全く先行研究のないバイリンガル対象の横断・縦断研究を言語面だけでなく脳賦活面で
得られた点で、非常に大きな貢献となった。特に表象言語である日本語とアルファベット言語コンビネーション
の日英早期バイリンガル対象の縦断研究である点と、脳賦活データも対象としている点で前例がない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 表象言語とアルファベット言語のコンビネーションのバイリンガルである早期日英バイリン
ガルの言語習得メカニズムと、早期日英バイリンガル帰国生の言語保持・喪失のメカニズムを言
語面と脳賦活の両面から解明するのが本研究の目的である。表象言語バイリンガル研究は極め
て少なく、更に言語習得と（病理に起因しない）言語喪失の両面研究も殆ど存在せず、言語面に
加えて脳賦活面の両面を研究対象にしたバイリンガリズム研究に至ってはほぼ皆無の状態であ
る。また研究手法として混交デザイン（横断・縦断研究の両手法）を採るバイリンガル研究も極
めて少ない。 
２．研究の目的 
日英バイリンガルの英語習得と喪失メカニズム解明を、言語側面と脳賦活の両面から行う研

究である。英語習得データは英語圏在住で現地校に通いながら土曜日本語補習校にも通学する
日本人児童・生徒から、英語の保持・喪失データは英語圏からの帰国中高生から収集する。 
３．研究の方法 
コロナ禍により研究デザインを以下のように変更した。(1)英語圏で生まれ育った（現地校通

学生で日本人両親の)日英バイリンガル中学生の帰国直後のデータを収集し、日本国内の国際結
婚家庭(片親の母語が日本語でもう一方が英語)で生まれ育った日英バイリンガルと比較する。
これにより日英バイリンガルを、生育環境（日本語優勢社会か英語優勢社会）による差により区
別して、習得メカニズムの解明する。(2)帰国生の帰国直後のデータをベースラインに帰国後 3
年間に亘ってデータを縦断的に収集して言語喪失データとして分析する。(3)両者を束ねて日英
バイリンガルの言語習得・喪失メカニズムとして探る。 
帰国生 15名、国際結婚家庭児 15名から、口頭即興ナラティブデータと即興ライティングの 2

種類の言語産出データを収集した。それに加えて、言語流暢性タスク遂行中の脳血流データも収
集した。被験者の年齢や、英語接触開始時期、英語圏滞在期間、帰国生の場合は帰国年齢等に大
きな差があるので、本稿では、習得・喪失研究で重要な変数として挙げられている年齢と性差の
観点から被験者を絞り込み、習得データは中学 1年生の日英バイリンガル帰国生（日本人家庭だ
が米国生まれで 13 年間滞在後帰国した生徒）と日本国内の日英国際家庭で生まれ育ち公教育を
全てインターナショナルスクール（英語）で受けた中学 1年生の日英バイリンガル帰国生を抽出
した。次に、日本人家庭だが米国生まれで 16 間滞在後帰国した高校 1年生日英バイリンガル帰
国生徒 1 名を、日本国内の日英国際家庭で生まれ育った高校 1 年生の日英バイリンガル高校生
を抽出して比較した。一方、言語喪失データとしては、米国で生まれ育った後帰国した中学生(A)
と高校生(C)を 3年間縦断的に追ったデータ解析した。今回のデータ解析対象者 4名は全て女性
である。 
４．研究成果 
 紙面の関係上、本稿では、日英語 (文字と範疇) 流暢性タスク遂行中に収集した脳賦活デー
タ（運動性言語野のある左脳及び必要に応じてその右脳相当部位の酸素化ヘモグロビン値）に焦
点を絞って結果を報告する。 
（1） 中学 1年生の日英バイリンガル習得データ 
 出生時以降継続的に日英語に 12 年間接触を継続し、公教育は全て英語で受けた早期日英バイ
リンガルが、その体験をアメリカ(A は帰国後 8ヶ月で年齢は 13;04)で受けたのか、日本(Bの年
齢は 13;11)で受けたのかを比較した(図 1)。繰り返しのある t 検定(ボンフェローニ調整)の結
果、英語文字流暢性タスクでは A(t(228)=-5.132, p<.001)の方が、日本語範疇流暢性タスクで
は B(t(228)=-6.391, p<.001)の方が有意に賦活度が低く、容易に産出していることが判明した
(他の 2 タスクには有意差がない)。つまり、均衡早期日英バイリンガルであっても、13 歳時ま
での居住環境の言語が大きな役割(英語圏なら英語産出が容易で、日本語圏なら日本語産出が容
易)を果たすことが判明した。 
（2） 高校 1年生の日英バイリンガル習得データ 
 次に、出生時以降継続して日英語に 16 年間接触した早期日英バイリンガルが、米国で過ごし
たのか(C は帰国後 2ヶ月で年齢は 16;06)、日本で過ごしたのか(Dの年齢は 16;08)を比較した。
左脳では一切有意差がなく、日英文字流暢性タスク遂行中の右脳の賦活度にのみ有意差が見ら
れた(図 2)。英語では D(t(228)=2.799, p<.001)が、日本語では C(t(228)=2.314, p<.05)の方が
賦活度が低く、容易に産出しており、中学 1 年生の結果とは全く異なる傾向が見られた。つま
り、英語圏滞在者の方が英語産出に苦労し、日本語圏滞在者の方が日本語産出に苦労している結
果となった。 

 

 

 

 

 

 



図 1 中学 1年生習得比較           図 2 高校 1年生習得比較 

  

 

（3） 日英バイリンガル中学 1年生・高校 1年生の帰国後の英語喪失データ 
 英語喪失データとして、先ず中学 1 年生 A(アメリカ生まれ育ちで 12歳時に帰国し、帰国後 8
ヶ月目の 13;04 時にベースラインデータ収集)を 6 年間追った結果(英語範疇流暢性タスク遂行
時の左脳賦活データ)が図 3である(F(5,68)=111.149, p<.001)。 

 

図 3中学 1年生帰国後 6年間(A)               図 4 高校 1年生帰国後 6年間(C) 

  

 

多重比較の結果、1年目の賦活が最も低く、次いで 3・5年目、6年目、最も高いのが 2・4年目
であった。帰国 2 年目に脳賦活が有意に高まり（より意識的努力が必要になり）、その傾向は多
少の上下が見られるが、帰国後 6 年間続いた。一方、C はアメリカで生まれ 16 歳で現地校の中
学 3 年生を卒業するまで滞在し、高校 1 年時の 16;04 歳時に帰国し、その 2 ヶ月後にデータベ
ースラインデータを収集した。分散分析及び多重比較の結果、高校在学中の英語タスク遂行中の
脳賦活は、当初こそ変化が見られなかったが、それ以降毎年有意に高まった(F(6,838)=100.062, 
p<.001)。尚、6 年目の賦活値の急激な低下は、アメリカに戻り大学教育を受けた言語体験によ
るものと考えられる。帰国直後に A と C が英語文字流暢性タスクを遂行中の左脳ブローカ野の
賦活値(mMmm)を比較すると、両者に有意差は認められなかった (t(144)=.010, p>.05)。つまり、
アメリカからの帰国時に、同じレベルの高い英語力を同じだけ低い脳賦活量で（容易に）産出し
ていたと判断できる。 
 以上を総合的に考察すると、早期日英バイリンガルの習得様態に関して、均衡バイリンガル

と呼べるほど両言語共に言語面では高いレベルに到達するが、脳賦活の観点から見ると、小学校
卒業までを英語圏で過ごすと英語産出に負荷が少なく、日本語圏で過ごすと日本語賦活が少な
い事が判明した。一方で更に 3年間、つまり中学校卒業まで過ごすと、傾向は一変し、英語圏育
ちは英語賦活に負荷がかかり、日本語圏育ちは日本賦活に負荷がかかる事実が浮かび上がって
きた。脳賦活を扱ったバイリンガル縦断研究は皆無であるので、現時点では推測に過ぎないが、
中高校では学業内容の深化が小学校とは比較できないほど進み、地域言語と重なる学校使用言
語でその影響を受けるのが一因かもしれない。 
アメリカで生まれ育った早期日英バイリンガルが 12;08 で帰国したケースと、16;04 で帰国した
ケースをそれぞれ 6年間縦断的に追って、英語保持・喪失様態を探った。その結果、中学 1年生
での帰国では翌年には既に英語産出時の脳への負担増が観察されたが、高校 1 年生での帰国の
場合、そのような変化が起こるまでに約 2年間の猶予があることが判明した。これも、先行研究
がなく憶測に過ぎないが、中学校での深化した学習内容により英語力及び英語使用時の脳内ネ
ットワークの強化が進み、言語環境が変化してもその退化にはより多くの時間が有するように
なったのが原因かもしれない。 
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